
3 野 草利用による秋期のグラステタニ
ー防止技術

(畜 試 外 出分場 )

秋季のグラステタニ
ーの発症防止に、野草の利用が効果のあるこ

とを明らかにした。

“) 背 景 と 特 徴

本県の秋季におけるグラステグニ
~の 発症夕uは、過去の発症例の約 18%に のほり、その原因の

一つに、秋季の牧草のミネラル含量のアン
パランスがあげられる。そこでミネラルパランスの比較

的良い野草を利用して、秋季におけるグラステグ
ニーの発症を防止できることを明らかになったの

で普及奨励事項に移す。

2 ) 技 術 の 内 容

1)野 草地放牧の効果

野草地放牧にょり血清マグネシュウム(Mg)値 は上昇し、野草地放牧期間中高い値で持続す

る。   ( ラ長1  )

2)牧 草地と野草地を同
一牧区内に組合せた効果

図 1に 示すとおり明らかな予防効果が認められた。

3)野 草地放牧開始時期

秋季にかける血清Mg値 の低下する時期は、半旬期の平均気温力そ の前の半句期平均気温とり

2～ 3度以上低下する時期にほほ一致し、グラステグニ
ーの発症する時期は平均気温が 10度 以

下に低下する時期とほほ一致することから、これらを野草地放牧開始時期の目安とする。

4)野 車地放牧期間は 3～ 4週 間とする。

5)牧 草地と野草地を同一牧区内に組合せて利用する場合は、組合せる野車地は、低木雑草型の野

草地とし組合せる牧草地も一ケ所にまとめずに数ケ所に点在させ、その比率もなおよそ20%以

内に止める。

(D 普 及上の留意点

1)放 牧する野車地には充分に野革を貯えてお くこと。

2)野 草地の牧養力は、 20～ 40CD/ha を メ ドとする。

3)野 草の利用期間は 10月 中旬までとする。

4)野 草資源の少ない所では、野草利用牛は子付放牧牛のみとする。

5)牧 草地と野草地を組合せて利用する場合、牧車地を 1ケ所にまとめると野車の利用率が低下す

る。
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に)主 要成果の具体的図表

表 1 野 草地組み合わせ別放牧牛の血清Mg値 の変動

表 2 野 車のミネラル含量 (年 平均 )
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対 照  区 |i;旨子it岳 | &既|
―
―

―

Ｉ

Ｌ

２
．
．０

０
，
．７

一一

―
―
―
―
―
上

７

　

２

一

２

　

〇

一

一一一　　一一一　　十一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一一　一一一十一一一一一　　　　　　　　一

一一　」【一一一〕　　　　　　　　　　　　一ヽ「，一一一【↓　　　　　一

２

　

〇

一

2.67

0 。1 2

草牧

野草地組合

(1)

_ _ f l 揺 _ 1 と _ _ :

―
―

↓
Ｌ

草

抑
　
・２．一

一ｎ
夕
々
　
　
　
　
本ハ
Ｈ
Ｖ
　
　
一

57

16

野草地組合

0

野草地組合

側 !モ蝉1耳怪J墾
野草地組合

仰

科 名
乾 物 % ミネ ラルバ ランス ナ / ノ

ル  数N P K C a Mg K/C attMg Ca/P

草
　
　
本
　
　
類

キ      ク

パ         ラ

=L              リ

ィ       ネ

カ ヤ ツ リグ サ

そ 他

2.94

2 0 4

2 . 4 9

1 . 4 4

1 . 8 4

1.53

0,26

0.21

0.21

0,13

0。12

0。21

3.13

1.74

3.38

1.65

2 . 1 6

2.62

1.18

1.33

1.22

0。35

0.45

1.44

0.44

0.39

o.36

0.16

0.17

0.39

0.84

0.45

0.95

1,37

1,80

0.64

4.54

6.33

5.61

2.69

3.75

6ム86

36

2 0

12

18

7

26

木

本

類

′(         ラ

カ  エ   デ

モ ク セ イ

そ の 他

2・27

2.20

2,49

2 . 5 o

0.24

0。20

0。21

0.24

1.45

1.21

2.14

1.85

1.46

lp9

1.18

1.57

0。41

0。38

0。30

0.34

0.35

0.36

0.65

0.44

6.08

5.45

5。62

6_54

12

8

7

42

オーチ ャ
ー ドグラス 3.30 0.34 4。64 0。28 0。22 3.68 0.82 16

- 2 3 -



表 3 昭和 53、 55年 度の混播革の牧車成分

材物

r区 =野 草と牧車の組合せ群 (草地化率 22%)

I区 =牧 草放牧で トウモロヨンを2降 給与辞

Ill区=牧 草放牧群

図 1 血 清Mgの 変動 (昭和 55年 )

I区

Il l区
採材 月日

9/1l  γ 17 9/m  /24 10/317? lo/15

区 分 採取月日 放 牧 区
成     分   (DM%) Caイ

P
% a . M g
当 量 比N P K C a M g

5 3

年

度

8/31 10号 畑 2.85 0.35 3.89 0。29 0.20 1.83 3.31

9/8～ 12 15牧 区 3633 0。25 3.41 0.37 0。25 1.48 2.30

10// 4 11牧 区 2.93 o。32 3。15 0。36 0.23 1.13 2.23

10// 6 12牧 区 2.81 0.28 3,82 0,32 0。23 1.14 2.87

lo/11 15牧 区 2.49 0.27 3.02 0。36 0。22 1.33 2.幻

一Ｘ 2.88 0。29 3.46 0。34 0.23 1.18 2.58

a 0.30 0.04 0,39 0.03 0.02 0.24 0.49

５５

年

度

9/11 10-1 2.34 o.31 3.47 0。33 0。15 1.06′ 3.23

9//25 10-2 2.31 0。28 3.84 0.31 0。15 1.09 3.58

一Ｘ 2.33 0,30 3.66 0.32 0.15 1.08 3.41

a 0,02 0.02 0。26 0.01 0 0.02 0.25

9/19ト トウモロヨシ給与期FH-10/11
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図2 半 句期の平均気温と血清Mg値
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